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	応用
	抗原情報
	背景
	ナチュラルキラー（NK）細胞は、特定の腫瘍細胞やウイルスに感染した細胞を、事前の活性化なしに溶解することができるリンパ球です。また、特定の体液性免疫および細胞性免疫を調節することもできます。NK細胞は、NK細胞機能の調節に関係すると考えられているいくつかのカルシウム依存性（C型）レクチンを優先的に発現します。NKG2遺伝子ファミリーは、NK細胞で優先的に発現するいくつかのC型レクチン遺伝子を含む領域であるNK複合体内にあります。この遺伝子は、NKG2ファミリーのメンバーをコードします。コードされている膜貫通タンパク質は、タイプII膜配向（細胞外C末端を持つ）およびC型レクチンドメインの存在によって特徴付けられます。これは、MHCクラスI鎖関連AおよびBタンパク質とUL-16結合タンパク質を含む多様なリガンドファミリーに結合し、リガンド-受容体相互作用によってNK細胞とT細胞が活性化されます。これらのリガンドの表面発現は、免疫系によるストレスを受けた細胞の認識に重要であるため、このタンパク質とそのリガンドは免疫疾患および癌の治療における治療標的となっています。この遺伝子と、同じクラスター内の上流のKLRC4（キラー細胞レクチン様受容体サブファミリーC、メンバー4）ファミリーメンバーとの間には、リードスルー転写が存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	CD314マウスmAbを用いたラット脾臓（1）、A549（2）、およびHepG2（3）細胞溶解物に対するウエスタンブロット分析。
	

	CD314 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD314 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD314 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した U937 細胞のフローサイトメトリー分析。

